
 

次世代人材育成事業 ワークショップ運営業務委託に係る質問への回答 
令和７年４月９日 
新潟市産業振興財団 

 
以下のとおり回答します 

№ 質 問 事 項 回答 

１ 

【テーマは段階的に設定されているのか？】 
令和 4 年度からテーマを変えながら実施されてきた本事業の貴財

団や事業目的における全体的な位置づけや具体的なテーマの設定意

味についてお聞きしたい。具体的には、過去のテーマ設定がステップ

を追って段階的に設定されているのか、必要と想定されるテーマを網

羅的に設定されているのかについてお聞きしたい。 

本ワークショップは、当財団の中期計画において記載の通り、次世代経営

人材の育成を担う位置づけです。 
【新潟 IPC 財団中期計画】8c9197fb0e045985d349651e7e9491f9.pdf 
また、テーマ設定においては、「次世代人材に必要な要素」として、その

年の現状の課題感に即して事務局として設定しているものです。 
（参考）令和４年度「ビジョン」令和 5 年度「事業計画書」 
    令和６年度「ブランディング」 

 ＜参考：資料２ 業務委託仕様書 ４＞ 

２ 

【本事業の参加者や実績からの継続性の必要可否は？】 
同一目的において実施されてきた本事業の過去の参加者や実績か

らの継続性をどのくらい持たせる必要があるのか、重要視されている

のかお聞きしたい。 

本ワークショップは同一目的のものを 3 年連続で実施していますが、現状

の課題感を踏まえて毎年テーマ設定を改めており、また、それに伴い参加者

は年度が替わるごとに異なります。このため、必ずしも過去年度の参加者や

実績からの継続性を求めるものではなく、自由な提案を募集しています。 
＜参考：資料２ 業務委託仕様書 ４＞ 

３ 

【地域企業の皆様から求められている具体的なデータサイエンス例

は？】 
 

 特に、特定の企業等からの具体的なケースについて声を集めているわけで

はありません。ケースについては、企業活動における全般的なものが想定さ

れますが、今回応募いただく企業・団体の方々からも企業との接点や活動に

おけるご経験等から“企業が戦略を立案実行するにあたりこのような分析が

あった方がいい”等というものがございましたらご提案いただければと思い

ます。 
企業等の経営において、意思決定のためにデータ分析を十分に活用してい

るところ、または十分に活用されていないところ等様々なケースが想定され

ます。データ分析の目的や有用性を理解いただき、実務に必要なデータ収集、

https://niigata-ipc.or.jp/wp-content/uploads/2023/03/8c9197fb0e045985d349651e7e9491f9.pdf


 

データ分析から意思決定できるようハンズオンのスタイルを目指していま

す。 
 

４ 

【新潟市で開催される関連事業について】 
努力目標 ⑤その他 新潟市で開催される関連事業との連携 の詳細

とは？ 
＜資料２ 委託業務仕様書 ５ 努力目標 より＞ 

本ワークショップに関連する内容の新潟市事業（ビジネスにおける人材育

成や新規事業開発、オープンイノベーション等を目的とするもの）と連携す

ることにより、より本ワークショップを効果的に実施することができる場合

には、合わせてご提案をお願いいたします。 
（例）全 6 回のプログラム中の数回を、別事業と合同で開催する 等 

＜参考：資料２ 業務委託仕様書 ５＞ 
 
また、参考として令和 6 年度に開催された新潟市の関連事業については下記

のとおりです。 
（※令和 7 年度については記載の内容と異なる形式での開催となる可能性

があります） 
・WAVE：https://www.teny.co.jp/wave2/ 
・日々是新：https://www.hibikorearata-niigata.com/ 
・HEAT：https://niigata2km.teny.co.jp/ 

５ 

【基調講演について】 
基調講演についてですが、ご希望があればお聞きしたい。 

基調講演については、仕様書に記載のとおり、特別講師を招聘し、本プロ

グラムのテーマや今後のワークショップの道筋となる内容にて行われるこ

とを求めますが、講師の選定、講演のテーマ等につきましては自由な提案を

募集しています。 
＜参考：資料２ 業務委託仕様書 ５＞ 

https://www.teny.co.jp/wave2/
https://www.hibikorearata-niigata.com/
https://niigata2km.teny.co.jp/


 

６ 

【JV の方式について】 
参加資格で JV 参加を認めるとあるが、方式に指定はあるのか(甲型、

乙型など) 

 JV の方式について甲型、乙型等の指定はございません。 
＜参考：資料 1 プロポーザル実施要領 １＞ 

７ 

【ワークショップ内で使用するツールについて】 
ワークショップ内で使用するツールとして想定しているのは、

Microsoft Power BI のみとなるのか。 

 ツールについて、例えばどのようなものであるかをご想像いただくため

に、事例の一つとして（例：Microsoft Power BI）挙げたものであり、特

にツールを指定したり限定したりするものではありません。提案内容に沿

って自由に、適切なツールを用いて、ご提案いただけますと幸いです。 

８ 

【データの領域、分野について】 
どのような領域、分野のデータを活用することを想定しているのか？ 

本ワークショップは、これまで様々な分野、業界の方々よりご参加いた

だいております。このため、特定の分野・領域に偏ることなく企業活動全

般についての内容を想定していただければと思います。 
企業活動全般につきましては、例えば在庫管理、売れ筋分析や顧客分析

から、マーケティング戦略や販売戦略等、どのような意思決定ができるか

等が想定されると思われます。 

９ 

【本事業の過去の参加者へのご案内について】 
集客に関して、過去、本事業へ参加された方への告知、ご案内は可能

か。 

可能です。 
事務局より、過去の参加者へ募集告知、ご案内をさせていただきます。 



 

１０ 

【参加費について】 
参加者から参加費を集めることはできるのか。 

参加費を集める目的、用途を確認させていただいた後、事務局と協議し、

判断いたします。 
提案の際は、委託料に、参加費により獲得する収入の見込み額を合算して、

収支計画を立ててください。 

１１ 

【会場の借上げについて】 
仕様書では、「会場の選定、確保、借上げにかかる費用等は事務局で

負担する」という旨の記載があるが、ここでいう事務局とは、新潟 IPC
財団を指しており、また、借上げ費用とは委託費と別物として考える、

という認識でよろしいか。 
 

 ご認識のとおり、委託費用とは別で、会場借上げにかかる費用を事務局（新

潟 IPC 財団）で負担する形となります。 
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